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★自分の書いたものが思いつきや盗作でないことを示すために、「参考文献」と「引用」を示す必要が

あります。 

 

★「著者名（編者名）」「出版年」「タイトル」は分野を問わず必須ですが、その示し方は様々です。 

専門誌の論文の示し方を例に見てみましょう。 

１．言語学（『言語研究』より） 

服部四郎 (1976)「上代日本語の母音体系と母音調和」『言語』5 (6): 2-14. 

２．歴史学（『歴史学研究』より） 

上原専禄「歴史教育の問題点」（『教育』1953年１月号） 

３．経済学（『アジア経済』より） 

川中豪 2009.「新興民主主義の安定をめぐる理論の展開」『アジア経済』第 50巻 第 12号 55-75. 
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参照： 

独立行政法人科学技術振興機構「SIST 科学技術情報流通技術基準」

http://sti.jst.go.jp/sist/index.html (accessed: 2012-11-28). 
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参考文献書き方の一例 
★実際のレポート作成時には先生に確認する、 学術雑誌の参考文献一覧を真似るなどしまょう。 

★様々な書式を混ぜることなく、一貫して示すことが重要です。 



【レポート執筆に役立つ!! 引用文の示し方】 

 

引用の二大形式 

一． 引用：自分の主張を根拠づける言葉、文章を「そっくりそのまま持ってくる」 

二． パラフレーズ：自分の主張を根拠づける言葉、文章を「自分の言葉でまとめる」 

 

引用の目的 

自分の主張と他者の主張を区別すること→盗作しないために 

 

注意 

以下は一例に過ぎないので、教員によって個別の指示がある場合はそれに従うこと 

いずれにしても、一貫した方法で示すことが大事 

 

引用 orパラフレーズ × 引用の形式（脚注 or直後）＝ ４ 通り 

 

  
引用 パラフレ 

形式 
脚注 →A →B 

直後 →C →D 

 

例：小笠原喜康 (2002) 『大学生のためのレポート・論文術』 講談社現代新書 

 

A) 引用 × 脚注 

   

レポート、論文のテーマ設定に関して、小笠原は次のように述べている。 

 

論文作成作業は、テーマ（追及問題のコンセプト）

を絞り込む作業でもある。それだけにこのテーマの

設定が、いちばん難しい。何について書くか、どん

な論文題名にするか、どんな主張をするのか、とい

ったことが最初からわかっている人はあまりいない。

たまにもう決まっているという学生もいるが、そう

いう学生に限って、執筆を始めるとすぐにつまずい

てテーマを変えたがる 1。 

 

     このように、論文の主眼たるテーマを安直に決めることを批判している。

そこで本章では、論文のテーマをどのように決めていくのかについて、主

に学部学生を対象として考察していきたい。 

 

（略） 

―――――――――――――――― 

     １ 小笠原 (2002), p. 101. 

上下、左右を

本文よりも 1-2 

文字落として、

引用文と分か

るようにする。 

著者名、刊行年、ページを脚注で示して、どの資料を参照

しているかを示す。同じ著者の同じ刊行年の資料が複数あ

る場合、2002a, 2002b のように示す。 



B) パラフレ × 脚注 

 

レポート、論文のテーマ設定に関して小笠原は、「論文作成作業は、テー

マ、すなわち、追及問題のコンセプトを絞り込む作業でもあり、テーマ設定

こそが最も難しい」と述べている 1。 

 

（略） 

――――――――――――― 

1 小笠原 (2002), p. 101. 

 

 

 

C) 引用 × 直後 

 

レポート、論文のテーマ設定に関して、小笠原は次のように述べている。 

 

論文作成作業は、テーマ（追及問題のコンセプト）

を絞り込む作業でもある。それだけにこのテーマの

設定が、いちばん難しい。何について書くか、どん

な論文題名にするか、どんな主張をするのか、とい

ったことが最初からわかっている人はあまりいない。

たまにもう決まっているという学生もいるが、そう

いう学生に限って、執筆を始めるとすぐにつまずい

てテーマを変えたがる。[小笠原 (2002) , p. 101.] 

 

このように、論文の主眼たるテーマを安直に決めることを批判している。

そこで本章では、論文のテーマをどのように決めていくのかについて、主に

学部学生を対象として考察していきたい。 

 

      

 

 

D) パラフレ × 直後 

 

レポート、論文のテーマ設定に関して小笠原は、「論文作成作業は、テー

マ、すなわち、追及問題のコンセプトを絞り込む作業でもあり、テーマ設定

こそが最も難しい」[小笠原 (2002), p. 101.] と述べている。 

 

 

 

パラフレーズ部分を「 」

で括り、直後に引用元を

示す。 

パラフレーズ部分を「 」で括り、

脚注で引用元を示す。 

上下、左右を

本 文 よ り も

1~2 文字落と

して、引用文と

分かるように

する。 

引用文の直後に著者名、刊行年、

ページを記し、どの参考文献を参

照しているかを示す。同じ著者の同

じ刊行年の資料が複数ある場合、

2002a, 2002b のように示す。 


